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本人の海外留学者数（派遣）は、平成 24 年 1 月の文部科
学省集計によると図 -1 のとおり推移しており、平成 16 年
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都市社会工学専攻 都市地域開発国際コース 6 2（0） 7（0）*










































































　ところで、グローバル 30 の事業は、平成 32 年には、外
国人留学生比率を 20%（最低でも 10%）、教員の外国人比
率を 10%（最低でも 5%）とすることを義務付けており、
京都大学の目標は、平成 22 年 5 月 1 日時点で 1207 名（総
学生数の 5.3%）であった外国人留学生を 3200 名に増加さ
せる計画である（平成 23 年 5 月 1 日現在では 1658 名（総
学生数の 7.2%）に増加）。また、平成 23 年 3 月末時点での
外国人教員比率は、6.9% である。なお、平成 23 年度の学
部開講講義の内、英語で行われたものは、全体 4990 科目
中 97 科目のたった 1.9% に過ぎない。工学部では、地球工
学科が提供する国際コース１回生向け 5 科目のみであった。
一方、地球系 3 専攻が修士課程向けに開講する講義科目 83
科目の内、英語講義は 34 科目 41% に及び、なんとか英語
のみで修了できる程度となっている。しかし、世界の有力
大学は英語圏にあり、外国人留学生比率は 20 ～ 30％（大
学院生比率は，学部生比率の 3 倍程度）、外国人教員比率
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　2011 年 3 月に発生した東北地方太平洋沖地震とそれに伴












































































































































































 （修士課程 2 年　高橋　円）
スタッフ紹介
















































 （修士課程 2 年　荒木　啓喜・小野　耕平）
















































































































































平成 24 年 2 月 13 日㈪・14 日㈫または別途に実施されまし
た入試の合格者数は以下の通りです。
修士課程：外国人留学生（外国人別途選考を含む）10 名
博士後期課程：第 2 次（4 月期入学）15 名
博士後期課程： 外国人留学生（融合工学コース「人間安
全保障工学分野」、10 月期入学）4 名












成 23 年度も 2 月 15 日の修士論文公聴
会および 2 月 16 日の修士論文審査会
において審査が行われ、4 件が選定さ
れました。平成 23 年度 HUME 賞受
賞者と論文タイトルは次の通りです。
受賞者氏名 論文タイトル
安部　雅宏 ナイル川全流域における多国間水資源開発コンフリクトに関する研究
梶原　大督
土木計画におけるナショナリズムの
役割に関する研究　
　－東海道新幹線を事例として－
寺澤　広基 磁気法片面診断を用いた鉄筋損傷の確率論的評価に関する研究
峠　　嘉哉 陸域水循環モデルによるアラル海流域における灌漑地拡大の影響再現
